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アカシアモリシマの樹皮収穫について
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アカシアモリシマ（Acaciamollissima）はもともと亜熱帯産棲種であるが，本邦に於いても南

部の温暖地では十分生育し，タンニン資源として樹皮の利用が出来ることは周知の通りである.')2)3)4）
夕

しかし外国からの導入樹種として日が浅くその育苗，造林，経営上には今後の研究にまつ問題点

も多い．一般に好悪地でも比較的よく成長し薪炭材，パルプ材としての利用が云舎されているがこ

の点は特用樹として他のものに見られない利点と,思われる．アカシアモリシマのタンニン資材とし

ての樹皮利用収硬については渡辺氏の報告2)がある程度で，国内の文献は甚だ少ない．

アカシアモリシマが過去に於いてあちこちに植栽されたにも拘らず収穫期に達したまとまった林

分がなく，その伐採利用調査も単木的で林分的取扱いでの調査は稀である．本県内に於いても昭和

25年頃から植栽がはじめられているが初期のものは面積的に0.01～0.5haの小規模のものでその

造林も主として低位生産地即ち癖悪林野が対象となっている場合が多い．このため後述するように

早期老化現象その他の問題が生じてくる．

幸いにして本県の各地に伐期に近いアカシアモリシマの林分があり，筆者等は昭和31年8‘9月に

その2カ所を皆伐，1カ所を一部伐採する機会を得たので樹皮収穫について調査した．

又既成林分7カ所について林分調査を行ったのでその結果を報告する．尚本調査を実施するに当

って色々協力を得た当場中島，谷口両課長及び造林課の各位，森林所有者の方を，斎城巧技師に謝

意を表したい．

Iアカシアモリシマの樹皮収穫

（1）調査地及び調査方法

a・調査地概況

調査地三カ所の立地条f件を示せば第1表の通りである．

b・林分成立経過

（i）高良台

第1表でも分る通り洪積台地の典型的な痩悪林野でマツの不良木がわずかに存在し，殆んど裸地

となっていて凸地形では土壌も少なく赤･色の母材を露出しているところが多い．凹部ではメダケの

植生が見られる．アカシアモリシマの造林は滑悪地改良の意味で実施されたもので他の樹種（クロ

マツ，アカマツ，イタチハギ，ヒメヤシャプシ，ヤマハンノキ，ニセアカシヤ，ハギ等）との混植で条
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第1表鯛 査 地 概 要

調査鋤 高 良 台 野田 串毛魂 巳

久留米市藤光場 所 八女郡黒木町北木屋｜八女郡黒木町土窪

海抜高 30～40m 240m 240m

方 西位 南南東 南東
－ －

斜 0～5・煩 10～20． 5～15・

洪 積層地
土

愛 洪積，結晶片岩 結晶片岩
形）(地 （山腹平衡斜面）

残積性定積土 剛 行土雲堆稜 残積性飼行土

Bb

(E了～α）
Er～β土壌型 Bb～Bd

－ －

G・C CL性 L土

堅堅 密 度 ヤヤ堅 ヤヤ堅

0

10～20
土層の深さ

（c、）

O～30

30～100

0～10

30～80

士埋型は農林省林農試験場土埋調査部の要領による．

土性，堅密度はB層について表示した．

土層の深さ上段はA層下段はA＋B層．

(註） １
１
１

１
２
３

１
１
１

状に小束を埋藁し，少量の施肥をしたものである．従って植栽も3m×2mとしたためアカシア

モリシマの純ﾝ休分とは云い難く立木本畠数も少ない．調査{痔では一応アカシアモリシマが主林分をな

し，他の樹種ば下層植生として残っている程度であった．

（ii）野田

アカマツの伐採跡地でメダケが多くこれを刈り取り植栽したものでモリシマの純林分である．し

かし活着不十分と4年目に寒害を受け枯損したものがあって後述の様に立木本数は少なくなってい

る．残存木についての生長状態は良好であった．

（iii）串毛

アカマツの伐採跡地に植:栽したもので良好な生長過程で林令も古し､．このため種々の調査対象と

なって試験木として伐採されたものも相当あるため現在では本数が少なくなっている．

c、林況

以上3調査地の林況は第2表の通りで同一林令でない3林分はそれぞれ樹高，直径とも異ってい

る．立木度も前述の様な成立径過のためlha当1,000本以下となっている．アカシアモリシマは

老化が早いと云われているが，この3調査地においては高良台4年目，串毛8年目位から老化現象

を示し生長（特に樹高生長）も停止伏態となった．野田については林令5年ではこの現象は見られ

ず，この現【象が立地条件で左右されていることが認められる．



3青木・中島：アカシアモリシマの樹皮｣侠穫について
－

第2表林 況

途､異21
’
一
一』’』 I’

ha当

立木本数
平均樹高

【、

平均直径
CIn林令｜面a積｜本数

6.8高良台 16.2 125 7.64 772

8.3野 田 16.8 912 9.75 153

15

(86）

16．0

(15.7）
14.7(883）串毛’11 9.7

註串毛は皆伐せず（）印が林分の数値で他は標準木を示す．

b，調査方法

各林分について毎木に直径,樹高,生樹皮重を測定したが直径は輪尺で1cm括約,樹高は伐倒し

た時巻尺で10cm括約で測定した．アカシアモリシマの剥皮は他の横腫と殆んど同じ様に4月か

ら10月初旬までが適期であるが，その中でも特に6～8月は容易に剥皮することが出来る．剥皮

の道具はスギに用いられている切廻し鎌とへラを用いた．剥皮の方法は伐倒して枝を払い，1mの

長さに鎌で切り廻し剥皮した．剥皮は末口3cmのところまでとしたが1mの長さに区切ったた

め実際は3cm前後となった．枝も大きい場合は幹の場合と同様に1mの長さに剥皮した．剥皮

した樹皮は1本毎に直ちに台秤で秤量し100g単位で行った．

(2)調査結果及び考察

a・部位別の樹皮量

第3表部位別樹 皮採取率表（生重量）

第3表は剥皮する場合単木的に考えて樹高，枝下高等と樹皮採取高及び部位別樹皮童の割合を示

したものである．剥皮は前述の如く径3cmまでとしたものであり，枝下高は樹高の1/2近.くあっ

てこの場合では剥皮は常に伎下高以上までとなり，樹高に対して野田71％,高良台75％，串毛80％

となった．採取樹皮生重量を枝下，枝上，枝の3部に分けて見ると枝下が殆んどで80％前後を占

め，高良台では93.1％となった．枝の樹皮は4％前後で野田ではわづか1.1％となった．高良

台において枝下の樹皮重が93％と多いのは小径木であるため枝下に3cmの限度がくるものがあ

るためであろう．

以上のことから考えると実]祭に剥皮する場合技上，枝の剥皮は能率的でないため特別の場合を除



林 業 試鹸場時報4

田
台
毛

良

野
高
串

一
一
一

１
１
１
１
‐
０
５
０
５
０
５
０
鴎
訓
脳
川
５

ｍ
』
ウ
と
⑥
一
。
Ｉ
口
１

本
数

。
一
一

言

一

05
樹高

！
＊

pQ
OO

β
叩

ハハ’八
本
数

身

0．Ge

ク
●

｡一一､－

－ 4 － 9 － 才 一 口 一 一 ● つーq一｡－◆一旬一

5 ’101521）25抑

直径c画1
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けば枝，枝上の樹皮利用は採算的に価値が少ない様に思われる．枝打ちを実行することにより枝下

を高くしておくことは剥皮の能率をあげる上に必要である．

b・直径と樹皮重

第1図は3調査地に於ける直径別調査本数，樹高別調査本数であり，前述の様に串毛は標準木を

直径別に1～2本あて調査したが高良台及び野田は皆伐し全材こ木を対象としたために植栽本数は適

正ではないが林分の直径本数曲線,樹高本数曲線でもある．各調査地の総調査本数は高良台125本，

野田153本，串毛15本である．

第2図は3調査地に於ける直径と乾燥樹皮童を示したもので乾燥樹皮重はその直径に於ける平均

値である．ここで乾燥樹皮童の算出方法を述べると剥皮した樹皮20点について含水率を測定した

結果約55影となった．乾燥樹皮の含水率を12％とすれば生重量の約半分が乾燥樹皮の重量とな

ることから考えて生重量の1/2を乾燥樹皮重として算定した．第2図を見れば直径と乾燥樹皮重と

の関係は非常に密接なことが分り，林令，立地はそう影響していない様に思われる．即ち高良台，

野田，串毛の3者が殆ど同一曲線畠上に乗ってくる様に思われる．この様な考え方でこれら3者より

最小二乗法によって回帰方程式を求めると

y＝1.9249-0.5015x＋0.0650x2

となった．第3図がこの曲線で点線は確率95％の信頼帯を示したものである．

アカシアモリシマの乾燥樹皮童は直径の増加と共に大きく増加してゆくので，出来るだけ大径木

の成立が増ましいことになる．例へぱ，直径5cm，10cm，15cm，20cmの乾燥樹皮重はそれぞれ

1.04kg，3．41kg，9．03kg，17.62kgとなって，5cmをもとにすると10cmでは約3倍，15cm

では約9倍，20cmでは約17倍となる．

次に直径と乾燥樹皮童の関係を樹令別に考える

と第2図に示す様に高良台4年，野田5年，串毛

'1年において乾燥樹皮童との差は認め難く，むし乾
ろ直径15cm以下においては同一と見ても差支番

皮

えないように,思われる．直径15cm以上は串毛だ重

けの試料であるため何とも云えない．渡辺氏の報kg

告2)に樹令5年以上10年までの収量曲線がある

が筆者等の調査範囲では差が認められなかった．

渡辺氏もアカシアモリシマの樹皮収量は樹令の多

少に支配される量よ.りも直径の大小に支配される

量が大きいことが想像されると述べられてし､る．

c・樹高と乾燥樹皮童

直径と乾燥 樹皮 重と の関 係は前述の通り密接な樹高

ものが見られたが樹高については第4図の様にな 第4図樹高と平均乾燥樹皮童

【、
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－

つた．直径の場合に比較して梢隠不揃いで多少樹高の場合には立地差が出る様に思われ，計測の面

僅lな樹高を用いるより，簡単に測定出来る胸高直径によって樹皮収穫の推定を進めてゆくことがよ

いのはその正確さとともに，うなづけることである．これだけの調査資料でアカシアモリシマの樹

皮収痩を推定することは出来ないが今後の調査により正確を期したい．

、林分 樹皮収穫

前述の様に乾燥樹皮童と各因子との関係が分ったのでこれを県下のアカシアモリシマの現実林分

に照合して樹皮の林分収穫を推定した

林分の毎木調査（直径,樹立）を行い，その結果をまとめたものが第4表である．上の3段（高

良台，野田，串毛）は前項のものでそれより下7カ所（写真参照4～10）については毎木調査のみ

を実施した．これらの調査地はいづれも滑悪地に近い状態のところで第三紀層の低山丘陵地帯に属

している．（但し西畑，後野は花商岩）第4表中乾燥樹皮重は第3図の曲線に準じて算出したもの

である．又材積は筆者等の報告2)にあるアカシアモリシマの係数表を使用して算出した．

この表でも分る様にアカシアモリシマの樹皮収量は直径と共に立木本数に大きく関係している.

今回の調査林分に於てはha当乾燥樹皮収穫は5年生で3.1～9.0屯となっているが，適地に於い

て施業のよるしきを得れば5年生で10屯位，10年生で20屯位の収穫は期待出来るものと思われ

る．そのためには今後更に適地，及び植栽本数の問題の解明が必要であり，出来るだけ大径木を成

立させて樹皮だけでなく材の利用をあわせ考えることによりアカシアモリシマ林の収益を一層増加

出来るものと,思われる．
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(1)剥皮｛乍業

(4)飯塚，林内

(2)伐採剥皮作業

(5)飯塚3林内

(3)生樹皮運搬
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肥料木混植の効果

混植地の微生物群落と土震化学性の変移について

西尾 敏

I緒言

「肥料木草とは，共生遊離窒素固定を行い，地力の増進及び栽培植物の生育促進の機能をもつ根

癖木草を総称する.」と倉田博士が説明している如く，肥料木・根癖菌・土壌微生物，と考え及ぶの

が常識となりつつある．

土壌微生物中でもBactel･ia・Actinomyces・Fungiは，その出現する頻度が高く，これらは，

無機成分・有機成分と共に土譲構成の主要要素をなし，土壌中の複雑極まる種々の化学変化は微生

物作用の綜合結果による事が認められているにも拘らず，なお異境要素の変動に基ずいて，微生物

の在否，数量，種類が従属的な変化を受けるとして，現在の土壌肥料学は純粋化学のみが先行した形

となっている．しかし土譲中に於ける諸作用は必ずと云える程，土壌微生物が主役を演じ，特殊な

生理作用を示すものである事についてはHEssELMAN,'）WENzEL,2）SILLlNGERundPETRu3)等

も，「地上植物群と土壌微生物群,の相互間には，常に密接な関係がある｣，と報告しているところで

ある．

筆者ば之の地_上植物と士襲微生物との相互作用，引いては植物根と微生物，及び相互間の生理的

特学住の重要性に基ずき，肥料#木混植地の土壌微生物群落と土壌化学性の変移関係を知り，その効果

を確かめ，地味の不良な松林を改良して高度利用をはかる目的で，豆科樹木一・アカシアモリシマ，

非豆科樹木一ヤマハンノキ，オオパヤシヤプシの三種肥料木を好悪松林に混植し，解悪林土壌の

本質的改良と，林木の健全な生育を保ち，地力改善,維持の効果を明らかにして，県内の約4.360町

歩（約4,300ha）の好悪林地，及び約1,438町歩（約1,400ha）のポタ山の緑化を助長し，防災効

果があがるものとしてこの研究に着雪手4した．
冬．

本試験を実施するに当って，御助言と御指導を賜った九州農試膜辺文吉郎技官（現茨城県農試)，

及び実験に当り終始御指導と御鞭達を賜らた当場青木義雄場長，中島莞爾課長に深甚なる感謝の意

を表する．

I実験の部

A……実験の概況

（1）試験地一福岡県筑紫郡大野出】､大字乙金字唐山の，大野町々有林に設定された県行造林曽地内

にあり，昭和9年患値栽によるクロマツ造林木の間に天然生のアカマツが少数侵入して構成された林
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分で,下層潅木はヤマツツジ，シヤシヤンポ，ヒサカキ，ネヂキ等がササ，＝シダの中に混っている．

傾斜は南面に向った緩斜地で,下部地域のササはゴキダケを主とし，上部尾根に至るにつれササ，＝

シダの混生，コシダのみの叢生地へと推移している．

（2）土壌素材一中生代花尚岩を母岩とする残積土,運ﾗ漬土(崩積士）の二区分され,主として砂

壌土及び砂土である．しかし部分的に浸蝕が行われ，小谷が生じたり，腐植が堆積している部分も

ある．

（3）肥料木混植一マツ林の列間2間（約3.6m）の中間に，夫之の肥料木（アカシアモリシマ，

ヤマハンノキ，オオバヤシヤブシ）を各区毎に単一樹種を昭和29年に植栽し，マツのみの標準区

をも設置し，各々の区に就いて3反覆の試験区を設けた．

B ……実験の方法

（1）試料採集方法一対照土壌（Root-freesoil）はF－H層を除いた5～15cmの深度で，試

料木の中心より1mの距離を隔てた場所より採集した．根表面（InnerRhizosphere)，附着土壌

(OuterRhizospere）については試料木より約30～50cm,深度5～15cmにある径0.5～1cmの

根を採集した．以上各傾斜面にあっては主に下方を取った.

（2）実験期日一肥料木植栽後1年6カ月を経過した昭和30年9月16日から10月20日迄の間

に3回の試料採集及び実験，3年6カ月経過した昭和32年9月2日から9月30日迄の間に3回の

試料採集及び実験を行った結果で，各々を今後「昭和30年」・「昭和32年」と略記する．

（3）微生物数量の算定方法一稀釈法で扇平培養を行い算定した．稀釈率はFungil/3,000～

1/10,000とし，その他は1/130,000～1/150,000とした．同一試料にあっては同種培地に毎回4シ

ャーレを使用,これを各3反覆行い，その数から標準誤差を求めた．

（4）培養基及びその条件一CLARK.F,E4）及びCoNToIs.，.E,5）の処方に準じた．即ち以下

F，RS，B，Dye,SGは下記のごとくである．培地のpHは6.8～7.0である．

①B培地（細菌基本培地）glucosel､09，K2HPO41､09，KN030．59，MgSO40．29，CaCl2

0．19，FeCl30．19，寒天209，蒸溜水1ﾉ．②RS培地はB培地に1／宛PeptonelOg，乾燥酵

母19，土壌浸出液を添加③Dye培地はB培地にゲンチアナ紫を添加④F培地（かび用培地）

glucosel､09,KN03109，K2HPO41．09，RoseBengal（1/15,000)，土壌浸出液500CC，寒天

209,蒸溜水にて1／とする．⑤SG培地(通‘性嫌気性細菌用培地)土壌浸出液1/,glucosel､09，

寒天209の各種培地を使用し，30℃で培養日数はB培地7日，RS培地のBacteria観察は5

日，Actinomyces観察は6日，Dye培地は5日，F培地は4日，SG培地は6日間とした．

（5）微生物試料調製一対照土壌（Root-freesoil）については生土1009を用い，無水士壌

1g当の菌数として示した．附着土壌（OuterRhizosphere）とは，薄くかき取った根の無水表衣

lg当に就いて，各々の菌数を算定した．この試料は毎回採集を行い，24時間以内に試験に供した．

（6）土壌分析試料調製一上記微生物測定に使用したと同一の対照土壌を風乾物となし，常法に

従って成分分析を行った．但し全炭素はクロム酸カリ法によった．
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第1表肥料木樹種別及び採集場所別の

培 養基種類 F R・S
－

ActinOmyces10×4
．10×4

Fungl樹極名試料採集場所 土壌区分
－－－一 －

オ、バヤシヤプシ

ヤ マ ／ 、 ソ ノ キ

アカシアモリシマ

運積土

〃

〃

残積土

運積土

残積土

５
８
４
２
７
４

●
申
●
申
●
●

７
０
３
８
５
２

２
２
４
１
１
２

士
士
士
士
士
士

150.0±122.5

1150.0士127.4

320.8±60．6

65．0士16．1

478.3士253．6

45．7

63.7

105.8

61．2

34．8

33．0

Inner，Rhigosphere

（根表面） ダゴ

’ツマ

’〃

オ、バヤシヤプシ

ヤーマ／、ソノキ

アカシアモリシマ

通積土

〃

７
１
６
９
２
３

●
、
●
●
●
●

２
２
４
４
４
５

１
２
８
２
５
９

●
●
●
●
●
■

３
１
５
０
１
３

２
２
２
２
２
１

５
０
０
０
０
０

●
●
●
●
●
●

７
２
３
９
４
７

２
１
４

一
、
Ｑ
》
【
、
〔
ひ
一
○
ｎ
Ｊ

へ
』
‐
４
ワ
】
庁
Ｉ
、
。
《
ｂ

ｌ

ｌ

士
士
士
士
士
士

士
士
士
士
士
士

Outer，Rhigosphere

（附着土壌）

〃

残積土

運積土

残積土

牙猷

ツ~マ

’〃

’オ、バヤシヤブシ区

ヤマ ハ ン ノ キ 区

アカシアモリシマ区

〃 〃〃

＝マ ツ 区

〃 ”

運積土

〃

〃

残積土

運積土

残積土

９
９
６
７
６
２

。
。
◆
号
●
●

２
２
１
２
１
３

士
士
士
士
士
士

士
士
士
士
士
士

５
２
６
５
０
７

●
■
●
●
●
Ｇ

９
０
３
０
４
４

１
１
３

０
５
ｎ
〕
（
Ｕ
２
ワ
】

●
●
、
●
●
●

１
８
９
１
９
７

１
１

７
９
４
７
８
４

●
ｅ
●
●
●
●

４
２
１
５
１
２

Root-freeSoil

（対照土壌）

第 Ⅱ 表 対 照 土 壊 徴 生 物

二一’ 兄§｜
Ba…｡'0×、’

培養基種類
一一一

R・S

|-響
、10×4

Fungl
10x4

ACtinomyces試料撮集場所

積
“
“
積
積
積

オ、バヤシヤプシ区

ヤーマ／、ソノキ区

アカシアモリシマ区

ゴ

ーマツ区

牙

運 土 １
８
４
２
１
１

●
●
岳
Ｇ
卓
。

２
の
。
０
４
２
２
２

４
０
０
２
１
２

０
７
７
０
０
０

■
●
●
ｅ
●
Ｃ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

士
士
士
士
士
士

０
０
０
２
０
３

２
８
４
０
８
０

の
●
●
●
●
●

２
０
１
０
０
０

士
士
士
士
士
士

５
０
９
４
９
４

●
●
●
●
■
●

５
１
２
０
０
０

０
６
７
４
１
９

●
申
甲
●
◆
①

８
７
９
８
６
７

１
１
１
２
７
７

●
●
●
●
●
●

１
１
３
１
１
２

士
士
士
士
士
士

残
運
段

●

土
土
土 ’
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物数の測定（対19）（昭和30年調査）根圏徴 生

’B DyeR、S S・G

総合計lox5－一

Bacteria

l0x3、lOx5
Bacterla

、l0x3
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、l0x5
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＋
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①
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８
０
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８
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７

①
◆
◆
参
。
①

０
１
１
２
８
７

８
７
０
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５
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C……実験結果及び考察

実験I

一般的に肥沃な土壌とは，適当量の植物養分を可吸態として有しているか，叉は植物が急速な生

育を遂げるに充分な養分を速かに放出出来る微生物群を有しているかのいづれかである．故に微生

物の棲息数量の算定が必要であるが，算定基礎の違いによって結果が異るので，根表面,附着土壌，

対照土壌の3段階に分け,土壌区分を更に残積土,運積土として，3肥料木の各々単一混植区，標準

区であるマツのみの区について，微生物数量の比較を標準誤差であらわしたものを第1表(昭和30

年調査）に示す．

この調査後2年，肥料木植栽後3年6カ月経過の昭和32年，再び対照土壌のみを調査した結果

を標準誤差であらわしたものを第1l表に示す．

これら2表から，肥料木の樹種の違いによって，微生物数及び種属の差が認められ，残積土,運積

士別では残ﾗ黄土の方が微生物数は明らかに少ない．総数は，標準区よりも肥料木混植地の方が優っ

ている事が明確である．

試料採集場所，すなわち植物体よりの距離の差に於ける微生物数は，根表面＞附着土壌＞対照

土壌と順次に減少している．又この結果よりマツでは根表面に多数の微生物が棲息している事がう

かがわれるが，マツが涛悪地に生育可能な事より考え合せると，こんな所に原因があるのかも解か

らない．

対照土壌だけを比較すると肥料木混植の方がはるかに多数の微生物が棲息しているが,この事実

より肥料木を混植することによって微生物数の増加が見られるものと,思える．

WAKsMAN6)＆JENsEN7）その他多くの報告からも「微生物の多い事は肥沃度を示すものである」

と云う説に従うならば，残積L土よりも運積土，マツの単一植栽よりも肥料木混植の方が肥沃である

事になる．個々の肥料木では，アカシアモリシマ区が微生物総数はやや優位であり，アカシアモリ

シマ区（運積土）＞ヤマハンノキ区＞オオパヤシヤプシ区となって，肥料木間にも土壌肥沃度への

順位が付けられるようであるが今後の実験にまちたい．

昭和30年の第1表と昭和32年の第2表では総数的には,昭和32年が増加しているが,Fungiだ

けは減少している．この原因は不明である．

4

実験11

癖悪林地或は急傾斜地では，人為的に土壌改良を行う事は不可能に近いが，林業独特の経済機構

からゑて肥料木を植栽して，根癖菌及び落葉分解による窒素・有機物の永年供給による改良を期待

すべきである．そこで腐植に最も関係の深いFungi中の個々の種属の占める割合を第1''’第1V

表（昭和30,32年に対照土壌について調査）に示す．

Penicillium中にはScoupulariopsis，Paecilomycesを包含する．「その他」の数は筆者が，

その種属を判別し得なかったもの，及び少ない割合を占めた種属が含まれる．

第111表の各種属の割合の少ないのは,筆者が未熟な為に分類出来なかったものが多い為に「その
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－

第Ⅲ表対照土壌の糸状菌中に於ける各属の百分率（昭和30年調査）

’
生土壌
水分

Penicil‐

lium
ｕ
町

廊
妬
迩
“
一
皿

Ｍ
Ｒ 好

一
０
２
４

華
今
睡
一
〃
５
〃

Ａ
・
邸
－
２
３
２

分

土率
“
〃
壁
壷
詮

区壌

土
残
運
残

その他

59.47

54.06

45.15

37.50

64.28

54.98

試料採集場所 Trich

－

14.43

17.27

12.28

13.01

16.21

12.76

オ、パヤシヤプシ区

ヤマ／、ソノキ区

アカシアモリシマ区

グ

マ ツ 区

〃

31.17

33.26

46.02

50.80

28.15

39.68

－

2.00

0.94

4.67

3.25

1.18

’

4．32

2．08

第Ⅳ表対照土壌の糸状菌中に於ける各属の百分率（昭和32年調査）

ｒ
Ｏ

ｍ
－
ど

Ｍ
恥
皿

I

試料採集
場 所

一一

畢

壊
分

土
区

生士壌
水分

Penicil‐
lium

61.43

55.28

54.11

58.49

47.35

54.30

Fusa‐

rluIn

－

1．18

Asper‐

gilus

Alter・

narla

Tricho‐

derma

妬
“
師
一
一
胆

。
ｄ
、

胆
ｐ

その他

18.71

18.98

19.11

12.42

19.18

18.22

●

オ、ノ、

ヤミヤブシ区

ヤマハソノキ区

14.24

12.43

15.70

21.28

15.35

15.37

6.98

12.36

3．58

3.38

15.65

3．57

16.82

18.14

17.55

19.66

12.42

13.92

1.24

2.24

言溌
6.20

3.36

1.24

1.18

’

’ ’

他」が多量に現われた．昭和30年及び昭和32年の両期で,全区を通じてPenicilliumが特に優位

な数を示し，数量的に次位以下の順位をつければ昭和30年はMucor＆Rhizopus＞Aspergillus

＞Trichodermaであり，昭和32年はAspergillus＞Trichderma＞Mucor＆Rhizopusと

なった．病原菌Fusariumは両調査共に少なかった．大政．河田,8）沖永9)等の報告によっても，

森林土壌では,一般にPenicillium,Mucor,Trichodermaは普遍的な分布を示し，主要な地位を

占めている事は明らかであるが,微生物の分布,数量的消長は色々な因子に影響されることを考える

と，個々の時期,場所,土壌条件等で順位が異なり，他報告との比較は不可能の様に思われる．

Trichodermaが第111表では残積土アカシアモリシマ区，運積土マツ区に多く，第1V表ではヤ

マハンノキ区，及び運積土マツ区に多いが，この菌の特性一繊維素分解一より考えて，原因は腐

植量の多いこと，及び土壌化学‘性に有ると思われる．

実 験 1 1 1

土壌微生物の数量及び種属調査に基づき，これらと密接な関係にある土壌化学‘陸を知る為に，常

法により対照土壌を昭和29年と昭和32年に土壌分析を行った結果を第V’第VI表に示す．

残積土，運積土間に水分含量に大きな差が認められるが，物理性については差は認められない．

pHについては残積土の方がやや低いが，これは一般林地の共通点と‘思える．
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第V表土壇の物理性及び化学性（風乾土壌の百分率）（昭和29年調査）

具気曾｜密客気員嚢区分｜石喋量｜圧結度｜冒隙§ 言畢｜眉

oHl置零寧度｜置換容量｜置換モ

］､66l0－C

0－68l004C

第Ⅵ表土壌の化学成分（風乾 土壌 の百 分率 ）（ 昭和 32 年調 査）

試料採集
場所

錘
唾
一
》
〃

函
恥
一
魂
郵
‐
》
郡
和
郡Ｉ

置換酸度
3y1

45．6

42．9

36．6

51．9

31．8

73．8

Ｎ
２
６
３
１
４
３

５
７
２
８
５
５

Ｃ
一

liI

全炭素

1．60

i童
0.76

1i:：

全窒素
一

0.105

0．121

0.125

0.094

0．101

10．109

灼蕊さ貸量

オ、バ

ヤミヤブシ区

ヤマハソノキ区

アカシア

モリシマ区
〃

6.49

7.20

6.17

5.27

7．10

6．01

〃

腿
蝿
随

一
区

）
〃
ツ
〃

マ

肥料木混植前の第V表と混植後3年6カ月の第VI表を比較すると，全炭素・全窒素が全般的に

増加している．第VI表の個々の成分では,･灼熱損量（全有機物）はヤマハンノキ区運積土マツ区

が多い．これは実験11で現われたTrichodermaが多数棲息しているのと合致している．全炭素

は残積土アカシアモリシマ区が特に少なく，全窒素も同一傾向である．

C/N率の比較では残積土アカシアモリシマ区が最も低く，次いで運積土同区である．全有機物量

が少なく，C/N率も低いのにアカシアモリシマの生育が特に大きい事は，この樹木独特の根海菌の

窒素固定力が大きく作用して，生育を高めるものと考えられる．

土壌化学性の良否の相違は，全窒素だけはアカシアモリシマ区＞ヤマハンノキ区＞オオバヤシヤ

プシ区の順位がつくのではないかと考えられるが，肥料木間には肥沃度の差は現状ではつけがたい．

実験．1V

3種肥料木の生育状況，及び主林木たるマツの生育状況が混植効果を外部的に判断するのに必要

である．毎年樹高測定を行っているが，残念ながらマツには現在迄になんら差が現われていない．

肥料木では樹種によりやや生育伏況を異にするので，残積・運積土区を平均した中央値階で示すと

．第V11表となる．

オオバヤシヤプシ，ヤマハンノキは昭和33年に入り殆んど枯死又は虫害を受けて生育は悪い．ア

カシアモリシマは順調に生育している．
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調査垂目

オ、（ヤシヤブシ

ヤマ／、ソノキ

アカシアモリ シマ
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第 Ⅷ 表 肥 料 木 生 育 状況（昭和29年3月植栽）単位米

30年3月

－

0．76～1.00

1．01～1．25

1．26～1．50

31年2月

1.51～2．00

〃

3．51～4．00

32年11月

2．01～2．22

1．61～1．80

4．51～5．00

32年
平均値

(2.10）

(1.63）

(4.65）

滴要

枯死多数

枯死多数
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Ⅲ 結論

第1，第1I表の対照土壌に於ける微生物数の比較は，昭和32年調査の方が総数的には増加してい

るが，Fungil/3,Actinomycesl/10に減少し，Bacteriaがこれに反して急増している．これは

微生物相が「かび型」より「細菌型」への変化過程を示すもので，肥料木;根および主林木であるマ

ツ根が地表付近を占有した結果と思われる．Bacteriaの増加とActinomycesの減少の原因は，

植村'0)の報告に示す様に萱科・非董科肥料木の根癖菌の問題とから承，今後に大きな問題を残して

いる．

3種肥料木中微生物数は対照土護に於いて昭和30，32年共にオオバヤシヤプシ区が最少値を示

した，之は根表面，附着土壌についても最少数である事からオオバヤシヤプシその物に原因してい

ると考えられる．アカシアモリシマ区は昭和32年に急増したかに見うけられるが，昭和30年に現

われた根表面，附着土壌等の根圏微生物は最高値を示している事からみて，植栽3年6カ月後によ

うやく対照土壊の微生物相に，植種による種属的，数量的変化が明らかに現われ始めたものと考え

られる．

この花商岩癖悪地でも他の滑悪地同様にPenicilliumが優位で，Aspergillus，Trichoderma，

Mucor＆Rhizopusは常に出現しているが，数量，種属には九州の温暖な立地条件が加味されて

いると,思われる．

土壌化学性に与える影響については,試験区の設定,混植前の土壌分析などに不備があり，昭和32

年の調査からは，マツのみの区と混植区との間には数字的に明らかな差はまだ出ていない．3肥料

木中アカシアモリシマ区の有j磯物,全炭素,全窒素量から推察して，この樹の根癖菌の窒素固定力が

大きいこと，ヤマハンノキ区の全有機物,及び全炭素,全窒素量から推察してこの樹の落葉量が大き

い事が，各なの肥料木の特長と考えられる．

之等を総合すれば，肥料木混植により地表面の裸出防止と水分蒸散を防ぎ，肥料木の落葉分解及

び根癖菌の窒素固定作用で土壌は肥沃化されつつあるものと考えられるが，現在までの試験結果か

ら見て，肥料木植栽;後短期間に肥効を云々する事なく，少なくとも対照土壌に微生物相，及び化学性

に影響が現われたと考えられるのは3～4年後で，主林木に対する肥効については更に長期間を必

要と思われ，長期調査の必要性が認められる．

今後も継続調査を行う予定であったが,昭和33年度から当試験地にマツクイムシ，マツケムシ等が



、

αγ”ゾ”α菌に基因するセンベノレ・セコイヤの

葉枯病について

橋本平一

Ontheneedle-blightofSgq"oiasgmPgγ”γ“sENDL，

CausedbyCeγCOS加γαe力0s加γiojdgsBuBAK

HeiichiHAsHIMoTo

近年林業上生長が早く利用価値の多い外来樹種の導入に対する関心が高まっており，当場でも過

去10数年来センペルセコイヤ（Se9“趣sempery"ど”ENDL.）の養苗及び造林試験を行っている．現

在までのところ我国で本樹についての著しい病害は未だ報告せられて居ないようであるが，筆者は

1955年の春苗畑及び造林地において実生，挿木苗，採穂台木等が赤枯症状を呈しているのを目撃し

た．特に山地に植栽した苗木で枯死或は生長がひどく抑制されているものが多い事を知り’本樹の

重要病害として研究を続けて来た．その結果cercoSpora属菌がその原因の一つであることが明ら

かとなった．本菌は我国では未記載の菌であり，CHuPP博士の同定によれば本菌はCerco”ora

exo”orio雄sBuBAKに形態が一致すると云う解答を得た．本研究は未完成であるが，現在までに

得られた本菌の形態,病原'性,2，3の生理的'性質についての実験結果をまとめたので報告する．本研

究を実施するにあたり，懇篤な御指導並びに同定に御援助を仰いだ九州大学教授吉井甫博士’東亜

農薬株式会社香月繁孝氏，並びにCornell大学CHuPP博士に深く感謝し，尚当場青木義雄場長’

中島莞爾，山内正敏，各技師の御協力に対して謝意を表す。

I 病徴

病状は地面に近い部分の針葉から漸次上部に向って進展し，初期には針葉に微細な淡黄色の斑点

が現われ漸次全葉に拡がり，さらに褐色又は黒褐色を呈して，末期には灰褐色となり病針葉はその

まま枝に残る．患部には病原菌の子実体が散生叉は密生し，主に針葉裏面に密に灰色又は暗緑色の

スス状物を形成する．分生胞子及び分生子梗が脱落した後は子座が突出した小黒点となって見え

る．分生胞子は5月中旬頃から形成され，12月下旬頃まで認められるが，11月に入ると次第に胞子

が消失しはじめ12月下旬以後は全く認められなくなる．其の頃より子座の中央部が中空となって

SpermogoniaおよびSpermatiaが形成される．

I形 態

子実体は不規則で大きさ84～40×68～32似の暗色の子座上に半透明で屈曲した無隔，短小な分

生子梗を叢生する．その大きさは8～32×3－4浬．分生胞子は子梗上に各1個づつ形成し色は半
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Table1．Dimensionsofthefungus

Conidiophore Conidium
睦
恥

Locality

’Length width Length width

Kuroki，Fukuoka
Jun、29，1956

12～72

（36.9）

2.5～3．5

（3）
8～12 3～4

一 一

2.5～3．5

（3）
16～84

（43.3）

"

Ju1．30，1956
8～12 3～4

2.5～4．0

（3）
16～80

（47.3）

〃

Aug、20，1956
8～14 3～4

2.5～3．5

（3）
20～96

（55.6）

〃

Sep、11，1956
12～32 3～4

透明～淡オリーブ，大きさ12～96×2．5～4．0浬，隔

膜は通常3～6で3が最も多い．若い分生胞子は長精

円形，単胞，後に長梶棒状，通直又は雪曲している．

Spermogoniaは子座中に形成され大きさ50,-40浬内

外である．その中に無色，単胞の棒状細菌状，大きさ

2～3×1～2浬のSpermatiaが充満している．尚分

生胞子の大きさ隔膜数は時期的に多少変化する．本菌

の形態はTablelの通りである． Iリ10側

Ⅲ病原菌の分離並びに病原性

（1）病原菌の分離

センペル・セコイヤ病葉を表面殺菌後馬鈴薯煎汁寒

天に移し，伸長して来た菌叢より分離したが，P“〔α・

Text－ng、1．Conidiophoresandconi－
/o"α等の生育の早い菌におさえられ再三失敗した為，

diaofC・eX“Poricj血S

もっぱら吉井氏変法による単胞子培養法を採用した．onSe9"oia-seedling．

（2）病原・性

〔材料及び実験方法〕
ノ．

病原性を確めるため接種試験を行った.:センペル･セコイヤ(S上'9"｡iα…'ery"g"sENDL.),カ

ラマツ（Lari苑比αe"WをrjSARG.，アカマツ（Pi"“血"s《/7りraSIEB，etZucc.)，クロマッ（P.【地､‐

6erg〃pARL.)，スギ（C,ﾂpromeパαノapo"jcaD・DON.）の1，2年生苗木を木箱（32×24×30cm）

又は素焼鉢（直径9cm）に移植して完全に活着したものを供試した．供試菌は1956年5月2日本

場構内の擢病苗木より分離し，馬鈴署寒天培地_上で25°C2週間培養後菌統濃厚Suspensionを噴

霧法により無傷接種した．接種後トタン製の水槽（60×60×6cm）に箱及び鉢を移してビニール

.をかぶせ温建状態に保った．48時間後にビニールを取除いて観察を続けた．試験回数は5回行い，

Table2の通りである．
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Table2．Resultsofthとinocul“ionexperimtgntwithC・exo”o〃oi昨J

Exp､－1（May23～Au9.11,1956）

|鴬
Fruit･body
formationon

thelesion

Degreeof
infection
－ －

＋＋

十十

十十十
●■●各●。●●●◆●争■の■●●●●●●今●●●●●申●

Seedling
No．

Trea上ment

①■■■一■一■

１
２
３
－
４
５
６

■●■■●一●④●●一

十
十
‐
燕
一
一
一

Inoculation

｡●●●■●｡■◆●●●●●●■■●■●●■■●●●今●

Check

一
一
一
一
一
一
一’

一
一
一
一
一
一
一

7

8

9
■●申●由●争｡■｡｡●■I■■●●■■●｡‐◆申‐●申●◆

10

11

12

Inoculation

◆ｰ●◆◆◆◆◆①今◆●◆由む令●年っ■守一寺今の。I■Cypromer舷
血po"i“

Check

Exp､-2（June2～Au9.1,1956）

Fruit-body
formationon

thelesion

Degreeof
infection

Seedling
No．

Treatmen上Treespecies

①●●■●●●●■◆凸争

１
２
３
４
“
５
６
７
８

●●●●●●合今ロ●●

‐
１
ｈ
．
一

十
十
十
，
天
一
一
一
一

奉
拝
特
帯
一
一
一
一
一

Inoculation

■■○申寺｡●●◆◆●今争①の●●●●◆●●◆●の●■｡●

～ ●

Qe9mαα
●

“mperwre"s

’Check

Exp､-3（Julyl7～Au9.13,1956）

Furit－body
formationon

thelesion

Degreeof
infection

Seedling
No．

Treesp“ies Treatment

１
《
２
３
４
．
５
６
”
Ｊ
《
己
９
０
１
２
句
》
‐
４

１
１
１
１
１

十
十
十
十
十
十
十

十
十
十
十
十
十
十

十
十
十
十
十
十
十

一

ー

－

一

一

一

一

Inoculation

Sど““α
●

“mperwre"s 一

一

－

一

－

－

－

一

一

一

一

一

一

一

Check

’
(CO"/'do〃〃exrpoge）

〔実験結 果〕

センベル・セコイヤ，カラマツは病原性をW藍認したが，スギ，アカマツ，クロマツは認められなか

た．潜伏期間は接種時期によってかなり差があり，夏期は約3週間で発病するが,春は発病までつた．潜伏瑠間は蓑璽時期によってかなり差があり，夏期は約3週間で発病するが，春は発病まで

に1カ月以上を要した．カラマツの場合､もセコイヤにほぼ一致した.接種によりセコイヤ，カラマ

ツ葉上に形成された，Cerco鞭orα菌の大きさの測定値はTable3の通りである．尚各針葉の組織

から再分離の結果同一菌である事を砿認した．
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Table2．（co"r，｡）

Exp､-4（Aug､25～Sept，14,1956）

Furit-body
formationon

thelesion

Scedling
No．．

Degreeof
infection

Treespecies Treatment

1

2

3

4
由●●●●●｡G●●令●●令争｡｡●｡c●●●●●●●

1 ～4

一

一

一

一

由｡e◆●●●●●●p●●■●●●●■●●O●●●pq

－

一

一

一

一

｡●◆●●缶●e●●●●●●●●の●●●●◆●｡●●●●●●

一

InoculationC『γpIomg〃α
e

●

ﾉapo"jca
◆◆。●●●●◆ 今 ● ･ 今 ■ ｡ ｡ ⑧ ｡ ● 争 凸 ● ● ｡ ● ● ● の ■ ①

Check

…'二÷|締｡lwに‐
一

一

_

●｡①■■｡｡｡●争●●●●●令○●●●◆e●●命申●●●●

一

一三十二…脇…lwJ
－－ ゞ

脇"|増竪乳

1

2

3
十◆●●●●●●●●●今●●◆・■●●●●●●●●●●■●●

1 ～3

畷:誤ﾄー圭一|…=…-r雪#一’
１
２
３
４
５
６
－
６

一
一

一
１

十
十
十
十
十
十
》

＋
十
十
十
十
‐
茜
一

十
十
十
十
十
，
赤

InoculationSe“oiα
“"rperv〃e"ざ

早●●●-中■●｡｡●●■■●■●△■●●｡白●■●●■

Check

Exp､-5（July20～Sept、10,1957）

Furit－body
fOrmationon

thelesion

Degr“of
infection

Seedling
No． Treespecies Treatment

１
今
ワ
』
《
Ｊ
》
句
○

一
一

一
１

十＋＋十

…墓…|…圭…‐
Inoculation

●句｡｡■早心●争守告舎舎●｡●｡◆■■▲●■■早●●■

Check

Se9aoIa
SemperwenS

一
一
十
十
十
一
一Ｉ

1

2

3

4

5
●●●●●｡●●●■｡■●■●■■■●■●■■●●由●缶●

1 ～ 4

士
十
十
拝
心
燕
一

InoculationLα〃x

k“"Wbri
《
・
０
７

●●●･◆①・・命・今申争･･･心■◆・■●Ca●■寺●●

Check

0■●■■●■早●

Table3．Dimensionorfruit-bodiesofC.e蕪oJporioid“produ“dontheneedIes

ofLaが無andSequofabyinoculationeXperiment．

ConidiumConidiophora 唾
．
ｍ

、
汰

一
へ
○

一
句
○

恥
成
匪

Host Date

width LengthLength

3．0～3．5

（3）

2．5～3．5

（3）

16～88

（47.7）Sど9側ひ、“"1pe”irg"3 Sep、19，1956 12～32

－

28～84

（56.1）Larなん“、R/をri 12～28ゴ
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1V本菌の2，3の生理的性質

（1）各種培地上の性質

シャーレ中に分注した下記5種類の培地上で25℃，30日間培養し各培地上の‘性質を比較した．

シャーレは各培地毎5皿使用し2回繰返した．

①馬鈴薯寒天（馬鈴薯2009，ブドウ糖209，蒸溜水1/,寒天209）

②WAKsMAN氏寒天（ブドウ糖109，ペプトン59，KH2PO41g,MgSO47H200､59,蒸溜

水1ﾉ,寒天209）

③斎藤氏醤油寒天（タマネギ煎汁100cc,醤油50cc,蕉糖509，蒸溜水850cc,寒天209）

④セコイヤ葉煎汁寒天（セコイヤ生葉3009,ペプトン109，蒸溜水1／寒天259）

⑤ブイヨン寒天（肉煎汁1/,ペプトン109，NaCl5g,寒天209）

各培地上に於ける菌叢の発育は馬鈴薯，WAKsMAN氏，斎藤氏，醤油各寒天培地が良好で，つづ

いてセコイヤ葉煎汁寒天が良くブイヨン寒天が最も悪い．馬鈴薯寒天とWAKsMAN氏寒天は発育

状態，菌叢の諸性質にほとんど差は認められない．斎藤氏寒天は前2培地より水平的な発育はやや

劣るが垂直的な発育は優れている．寒天培地上の諸性質を示すとTable4の通りである．

Table4．MacroscopicappearancesofmycelialcolonyofC･exo”o〃oiこたs

onVariousa琶ar-media

Agar
medium

Potatoagar

SAITO，s

soyagar

卜
Degreeof
conidial

production

一 4率|燕議
|〆卜|謹麓瀞‘

’
’

30日後の菌叢の特長

菌護は灰色，表面はビロード
状，
形状は扇平
菌鐙の直径60mm

菌叢は灰色，表面はや上粗い
ビロード状，
形状は扇平，
菌護直径60mm

Bouillonagar|-|手|灘線創|蕊蹴縦亀
WAKsMAN，s

sol・agar |‐｜“’
難職雛｜‐｜、’

菌叢は馬鈴薯寒天上の特徴

に類似，

菌護の直径33mm

灰色，尋睡状～丘状，租い
気中菌糸に覆はれる．
菌叢の直径23mm

’
’

菌叢は灰色，表面はや上租い
ビロード状，
形状は馬平，
菌叢の直径62mm

灰褐色，周緑部白色，
形状は扇平，
菌叢直径33mm

（2）菌統の発育と温度との関係

馬鈴薯寒天培地を用いて菌統の発育と温度との関係を調べた温度は5～8,15,20,25,30,35.Cに

調節した定温器を用い各区シャーレ5個を使用して移植後10日目に各菌叢の直径を測定，3反復
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した．実談値の平均を示すと，Table5の如くである．その結果25℃において菌綜の伸長が最も

よく5～8，35℃では菌綜の伸張はほとんど認められない．従って本菌の発育適温は25℃唯丘と

推定される．

Tabに5．Eff畦ctoftempどratureonmyceliaIgroWthofC・exoJPorioiｺどｺ

（AfterlOdays）

Diameterofmycelicalcolony（m、）

苧|￥|÷÷÷’
35

－一

Potatoagar
‐
一

（3）分生胞子の発芽と温度との関係

寄主上に形成した分生胞子を蒸溜水とセコイヤ煎汁各Suspensionとして，これをカパーグラス

に滴下して肉池に移し湿室状態に保った．温度は12～13,20,25,30,35,38.Cの各定温器に6，

24時間保って発芽率を調査した．3回の平均値を示すとTable6の通りである．発芽管は胞子の．
111

両端より伸長する．分生胞子発芽最適温度は25～30℃の範囲と推定される．発芽可能な最高温度

は35℃～37C・の間にあるものと推察される．最低温度は12.C以下にある．

T1blせ6．Eff“toftempeaturesongerminationofconidiaofC・exoSPo〃oi生3．

Temper‐
ature

（.C）

12～13

20

25
－ －

30
－

35
－

38

句JlLu四bノiICOunEeqICQnlに

Distilled

Water

5.6iI496

‐一

、
》
一
加
一
濁
一
犯
一
調
一
羽

１
１
１

Sepuoir
deco色t

（4）関係湿度と発芽率との関係

塩類の過飽和溶液による湿度調節法でデシケーター内を下記の湿度に調節した．塩類はNaSO3

(98影)，KNO3（94％)，KgHPO4（92％)，Na2CO3（88形)，NaCl（76形)．H20（100％)，とじた．

分生胞子のSuspensionをスライドグラスに滴下し風乾後各湿度のデシケークに移し23～25°Cで
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－ －

24時間後発芽状況を調査した．3反復の平均値を示すとTable7の通りである．関係2謎菱88～

100％で発芽可能であるが，98％以上で最も旺盛に発芽する．76％では発芽は認められなかった．

Table7．Effectofrelativehumiditieson塵erminationofconidiaofC・exo”orioidをs，

’
To上alnumber

ofconidia

counted

Saltinover

saturated

solution

Relative

humidity
（％）

Numberof

germinating
conidia

Germination

Percentage

（％）
－ －

81．3

Max、length
ofgerm‐

tube

H20 100 776 64631
－

NO2SO3 98 739 87．2
－ －

2．0

5．6

645 64
一一－

KNO3 94 450 9 16
－

K2HPO4 92 425 ､1224

Na2CO3 88 623 2.313

’NaCl 76 560 00

（5）水素イオン濃度と発芽率との関係

HClとNaOHの規定液で各種pHに規正した殺菌蒸溜水をカバグラス上に滴下し寄主_上に形

成した分生胞子をこれに移して（3）と同様湿室にした肉池にうつし25℃で24時間‘保った後に発

芽状況を調査した．3反復の結果はTable8の如くpH2.0～9.5の範囲で発芽し得るが，各処琶理

間には顕著な差は認められないようである．

Table8．Eff“tofH－i(〕nconcentrationsongerminationofcondiapofC､exoSPo〃oi火ざ

薫洪 邪
一
一
一

１
１

“
一
咽
一
理
一

2．0
～

2．8

94．7

91．1

ワ
ー
ー
へ
。

9．0
～

9．5
－

50．0

69．2

63．1

２
－
８

7．0
～

7．8

94．8

71．5

65．7

６
－
３

５
－
６
｜
蝿

６

I
Germi・

natiion

perCent－

age

（％）

944Ⅱ 53.176．1
－

60．8寺|器54.5Ⅲ 65.7

V分 類

本菌はスギ赤枯病菌C､cﾉｯpromermeSHIRAI及びC､cﾉ今yp/OmerわecoIaSAwADAとはかなり違

った形態でマツの葉枯両蓋C・〆"i､｡と"s収oragHoRIetNAMBu，に形態的によく一致するが,接種

試験の結果から推察して別の菌と,思われる．Se9"oiZzg態α"reaDEc．を･侵す菌として知られている

C・se9"o血ELLEsetEvERHRTと比較のため吉井博士，並びに香月氏を通じてCHuPP博士に同

定を依頼した結果，C・se9"omとは関係なく，Lari;てを侵すC・exoSporわi生sBuBAK（Annales

Mycologici13.831915）に形態が一致すると言う回答を得た．先にも述べた如く接種試験の結果
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カラマツにも病原性が認められたのでCHuPP博士の同定の結果を裏付けると考えられるが，米国

に於けるLarjXとはspeciesの違いがあり，問題が残されている．ここではCHuPP博士の同定

により本病原菌をC・exoやo〃oi生sBuBAKとしセンペルセコイヤの葉枯病と命名した．

V考 察

我国に於けるセンペル・セーイヤの育苗及び植林は未だ事業的に行われる域に達していないが，

将来充分普及する価値のある識重と考えられる．現在のところ本樹の育苗上最大の欠陥として得苗

率がいちじるしく低い事7)が指摘される，その原因は種子の発芽率が著しく悪い事である．さらに

せっかく発芽した子苗が苗畑で根切虫，立枯病，炭厘病10)（G/o'γiere"asP.)，及び本病等により枯

損又は生長が抑制されるものが多い．このように本輯にもかなりの病害が認められるが，我国では

現在までのところ，本樹が数段的に少ない為に病害についてはほとんど報告がないようであるが，

》将来セーイヤが事業的に養苗されるようになれば，本病もスギ赤枯病の如くセコイヤの主要病害と

して採り掲げられる事が予想される．本病と樹令との関係については調査資料が少いため礎言は出

来ないが，17～18年生樹の萌芽葉にはしばしば本病が認められるので，壮令樹の需惹台木には発生

する事が考えられる．最も激害を受け枯死するのは苗木時代の2－4年生までのようである．本病

は5月中旬から12月中旬頃まで分生胞子が認められるが，その間スギ赤枯病菌（C,cryptomeriae

SHJRAI)')2）の如く耐久型の分生胞子と呼ばれる特異な形状及びC,〆“α刀《/b/mEuEse上Ev3）の

如くいちじるしい変異伏態は見られなかったが，1年を通じて大きさに多少の違いは認められるよ

うである．本菌の完全時代については未だ確認していないが4月～6月頃にかけて旧病針葉上に少

数のM)′CO”haere"α属の菌が認められるので同根関係ではなかろうか,検討する必要がある．本菌

はカラマツにも病原性を有するのでカラマツ落葉病菌M,／αrici-/epro/epiS4）sp・nov（1957.伊藤．

侭蕊,太田)．ハf/α(c腕αR・HARTIG（1895)9）との関係について検討する予定であるが，前者につ

いては環庄までのところcercoJporα時代が認められていないが，本菌はカラマツ葉上に分生胞子

(cercoJpora属)時代を形成する．反対に人エ接種ではカラマツ落葉上にM)'cospんaerg"α属の菌をま

だ霧認していないので,ここではCHuPP博士の同定によりC,exo”orわi士sBuBAKEをあてる事が

適当と思われるので,M)ﾉCO”h9erg/他との関係は後日にゆずる事とする．接種試験の結果センペル・

セコイヤ･カラマツには無傷接種で病原性が認められたが，スギ,アカマツ，クロマツには表れなかっ

た．潜伏期間は環境条件によって異るが約3週間～1カ月半くらいであった．本菌の人エ培地上の性

質と分生胞子形成如何を馬鈴薯煎汁,WAKsMAN氏,斎藤氏醤油,セーイヤ葉煎汁,ブイヨン,各寒天

培地を用いて調べた．各培地上の菌統の生育状態は馬鈴薯,WAKsⅥAN氏,斎藤氏醤油,各寒天が最

もよく，これに次いでセーイヤ汁寒天,最も悪いのがブイヨン寒天培地であった．cercospora属菌類

は人工培地_'二に分生胞子を形成し且つこの状態を緬寺する事は困難視されている．本菌についても

各培地共その形成を確認することが出来なかった．基中菌綜は各培地ともオリーブ～淡オリーブで

巾2～4鰹内外通直であった．伊藤,渋川,寺下（1954)')によれば，スギ赤枯病菌C､cﾉﾂpIomerIae

I
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SHIRAIの古い培地_上にはGemmaelikebodies，chlamydospore-likebodies，の存在を認めて

いるが，本菌の馬鈴薯寒天培地_上では培養6カ月後には確認出来なかった．本菌々蒜の発育適温は

25℃前後で分生胞子の発芽は蒸溜水中で25℃,6時間後には30％近く発芽する，莞茅適温は25｡～

30℃の間にあると推定される．高温に対する発芽限界は蒸溜水中では35℃附近であり，セコイヤ

煎汁液中ではさらに高温で発芽するようであるが，38℃では全く発芽しない．低温に対しては12～

13'Cでも発芽しうる．発芽と湿度との関係は関係湿度100～88％の間で発芽しうるが98％以上
／

で最も旺盛で94％以下は急に発芽率が低下する．水素イオン濃度と莞茅との関係はpH2.0～9.5

の範囲ではほとんど発芽に影響をあたえないようである．

摘 要

センペル・セーイャ葉枯病菌Cerco”α属について次の事が明らかとなった．

1）センペル・セコイヤの葉枯病菌はLar疎を侵すC・exo”orioidどsBuBAK．と形態的に一致

する．

2）本菌はセンペル・セーイヤ及びカラマツに無傷接種で病原性を表わすが，スギ，アカマツ，

クロマッには病原‘住は認められない．潜伏期間は環境条件によって異るが約20～60日である．

3）本菌の形態は季節的に多少変異する，分生胞子の大きさは夏が最も大きい，大きさは12～

96×2．5～4.0陛，隔膜数は0～7で3が最も多い．

4）5種の寒天培地上に於ける菌統の生育j伏態は馬鈴薯煎汁，WAKsMAN氏，斎藤氏醤油，各寒

天培地が最も良く，プンイヨン寒天培地が最も悪い．分生胞子の形成は各培地共確認出来なかった．

5）本菌を蒜の発育適温は25'C前後で，限界温度は35℃と5～8℃附近と推定される．

6）分生胞子の発芽適温は25～30℃附近であり，限界発芽温度は38℃と12℃以下である．

発芽と関係湿度との関係は100～88形で発芽するが，98％以上が最適である．発芽と水素イオン

濃度との関係はpH2．0～9．5の範囲ではほとんど発芽には影響が無いようである．

Summary

Thispaperdealswiththeresulteofthemorphological，physiolgical，andpatho・

logicalstudieswiththefungus，Cerco”oﾉ･aCausingtheneedleblightofSequoia

SemDervirensEndl・whichhashithertonotbeenreportedinJapan、

1）ThisfungusismorphologicallyidentialtoC・ero”o〃oi火sBuEAK．patho‐

genictoLarjx、

2）Accordingtotheresultsofinoculationexperiments，thepresentfungus

showedthestrongpathogenicityagainstS”“o〃“mpery"e"sENDL､andLα'･iXhemp/どri

SARG、whileitwasnegativeagainstP航蛎吹'W70raSIEB、etZucc.,P.【/M"7?bergiPARL・

andQγpfomgr奴ノapo"lcaD・DON・Theincubationperiodofthisdiseasewasfound

tobeapproximately20～60days．
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Physiologicalexperimentofthefungusisasfollows；

Onfivekindsofager－media‘‘SAITO，ssoyagar，WAKsMAN，ssolutionagar，

potatoagar，Bouillonagar,Sequoialeavesdecoctagar,.，Conidialproduction
isnotfound・

Theoptimumtemperatureformycelialgrowthwasabout25℃・

Theoptimumtemperatureonthegerminationofconidiawasabout25～30℃．

Conidiagerminatedabove88％relativehumidityandgavebestresultat

above98形relativehumidity・

InfiuenceofHydrogen-ion・Coqcentrationonconidialgerminasionwasnot

remarkableinnutrientsolutionrangingfrlomfﾘH2to9．

b）

c）

d）

e）
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ExPlanationofPIates

ResultsofinoculationexperimentswithC・exoSpoがoi血toSe9“i上zand
Larix（Karamatu)．A：Se9"oね.B：Larix・

NneedlisofSe9"omattackedbyC・exo”orわid“．（×10）
Fruit-bodiesofC，exo”or/oid上zproducedontheneedleofSe“oza･seeding
(×440）

Fruit-bodiesofC・exoSporわid2sproducedontheneedleofLarな．（×140）
SpermogoniaofCerco”oraexoSporioi血sproducedinthetissueofthe
diseasedneedleoverWintered．（200）
GerminatingConidiaofC・exoSpori"d“．（×330）
MycelialcoloniesofseveralisolationofC，exo”oriojZ左sonvariousagar
mediaafterl8daysat25oC．S：SAITO，ssoyagar．W：WAKsMANssolution
agar・P：Potatoagar．B：Bouiillonagar・Se：Sequoialeavesdecoctagar．
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